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CS-1000A CS-1000Aは、コニカミノルタセンシング�の��です。

W32-CS1000A-RS コニカミノルタセンシング
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・データロガーとしての��できます。

��された����で��された� のデータをリアルタイムに シートに *+みます。 -./が1�

23なすべての1�67を8�に1�できます。

・9:-.をリアルタイムに シート;に<=することができます。

9:-.?を*り+む�、CD２０�までは*り+むごとに9:IJを<=できます。２０�をKえて9:-

.?を*り+むことはできますが、<=はMいません。

・-./のQ�をRソフトからMうことができます。

XYごとの9:Z[\ や、^_`? のZ[\ などのb�1�cdをRソフトのefからMうことが

できます。

・ghモードklに、スポット1�モードで、pqを*rえながらs々の1�が23です。

Excel

Excel

XYZ

CD200,000�、または、シート が20を�えるまでデータ

をgh�に*り+もことができます。
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Win2000/Xp
Excel2000/02/

/Vista
03/07RS-232C

スタートすると、��された!"
"#で、��された$%のデー
タを()みます。,.なら34
!5も47することもがきます。

Excelシートに()んだデータは、キーボードからDFしたデータとHじように、

ExcelのLMをNOして、QR・UV・WXYをZ[に\うことができます。

また、]^にデータが()まれる_`をExcelのグラフウィザードでh�しておけ

ば、データ()とグラフmがリアルタイムに\えます。
※tアドインは、uvwyzだけのZ{グラフQRLMがありますが、~にZ{QR

LMはありませんので、Excelのグラフウィザードを�OしてQRしてください。

tプログラムはExcel�のアドインとして{

Qします。Excel�からtアドインを�{す

ると、Excelシート�に、このウインドウが�

われます。����をh�し「START」ボ

タンをクリックするとデータの(り)みを�

�します。

���からデータの()を��します。

「PAUSE」を�に�してから「START」を�すとスポット��

モードになります。

Excel

スポット��モードではも スタートボタン

をクリックする�に、��zが シートにDFされます。

データの()を�!��します。もう�yクリックすると、

()を��します。スポット��モードでは、このボタン

は ¡になります。

� Rソフトでは、1�� �に-./に¡して、
1�cdのQ�はなにもMいません。
¢£な1�cdは「-./へのQ�¦M」ボタン
で、ª«にQ�しておいてください。

)

データの()を¢�します。

「スポット��モード」の£¤、���のために、¦§

に��したデータを1つ©ªします。

「スポット��モード」の��は、「 」ボタンを¦

«に�し、その§「 」ボタンを�します。

PAUSE

START

��データのDFに­い、シートをZ{スクロール

します。

34!5のDFをおこないます。

��データの®¯°を¦«の\にDFします。

シートの±²をクリアしながらデータをDFします。

����からの³´!"をDFします。
��データのDFµ¶を·り¸えます。

uvwyzを(り)む£¤、 º^のバー

ジョンでは、¾µ¶を¿Àするとすべてのuvwyz

がDFできないためエラーとなります。この£¤、"Ã

きを¿Àします。

Excel2003

¦Æ $まで��できます。

シートの¾Ç、または、ÈÇにÉÊすると、Ëのシート

にZ{ÌにÍ{します。シートがない£¤は、QÎさ

れます。シート%が２０シートº�になると��がÑÒ

します。

200,000

��の!""#をDFします。¦Æは、 Ôです。

��に,.な!"よりÕい!""#をDFすると、

!""#はÖられません。

65,000



RS232C
( )

ケーブル
ストレートタイプ

パソコンとの��に�いて

パソコンと-./を�hするためには-./¸¹の ケーブルを��します。 もしパソコンに S232Cポートのºきがない、

または、ノートパソコンにRS232Cポートが¼½されていない¾¿、パソコンのUSBポートをRS232CにÂrして、RS232Cポートに�hします。

「USB-RS232CÂrÃ」は、ユーザÆでÇÈのものをご�Éください。 RÊ�にはËまれておりません。

ÌÍでは、ÎÏの「USB-RS232CÂrÃ」で�<ÐÑをしております。

また、bÂrÃに¸¹するインストールガイドにÒってÂrÃのドライバをÖ×にインストールしてください。 [ØにインストールしたÙ、

その�にÛりÌてられたポート�ÜをÐÑし、;Ïの「ÝÞcdのQ�」のRS232Cポートに、その�ÜをQ�します。

RS232C R

���� ラトックシステム㈱

��� シリアルコンバータ

��

�� �

USB-

REX-USB60F

5,800

ÇÈの ÂrケーブルãUSB-RS232C

ここでäåした「æ.モード」と「çè」は、1�� �に、-./にé��にQ�されます。

wyWをÙÚした のポートÛÜを��します。

ÝÞ��は、ポートÛÜとﾎﾞｰﾚｰﾄだけがäåæMです。~の��はç�されています。

RS-232C

ボーレートを¿Àします。

Excel2007で<=

��®¯を¿Àします。

uvéêwyのZ{QRを\なう£¤にチェックを4けます。

uvéêwyデータを シートへDFするときのの"Ãき%をh�します。

"Ãきを「 」にh�すると、uvデータは、 となります。

Excel

1 380,382,384,386,...

wyWにh�されている��をñみ)み、このòóにôõします。

wyWとのÝÞö÷のøOとしても�Oします。

wyWのù²を¿Àします。「 」CS-1000A

yモードを¿Àします。「 」「 」「 」「 」AUTO INT. EXT. MAN.

ÿ�を¿Àします。


